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柏練税はこのくらいかかります

正明庭鯛 �5．（同万円 �1億円 �1僅5．00万円 

柏繰入 �番と子3人 �義と子3人 �責と子3人 

法定相統分（こ よる �法定相織分に よる �番saの3 子亀15分の2 
分∴劇 

相続機禎 �番0 千尋釣9．000円 �喜0 子ら2高9．蜘円 �喜3．1将軟調 子らl．1脚．（調 

蟻乗成年を纏翰i麟善書捜隙く章重用かeいものとしでか質
したもので一㌔

（8月の行事）1日　　第18回　観　光　週　間（一7日）

こ
存
じ
忠

相
　
「
境
∴
税

し

　

く

　

み

相
続
税
は
人
の
死
亡
を
原
因
と
し

て
、
死
亡
し
た
人
（
被
相
続
人
）
の
財

産
を
個
人
相
続
人
が
取
得
し
た
場
合

に
、
そ
の
財
産
の
価
格
（
時
価
相
当
）

に
応
じ
て
課
税
さ
れ
ろ
租
税
で
す
。

経
　
　
過

相
続
税
は
昭
和
鮪
年
に
制
定
さ
れ
、

そ
の
後
5
0
年
間
は
課
税
の
対
象
に
な
る

が
、
納
税
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

は
ご
く
わ
ず
か
で
し
た
。
こ
の
た
び
社

会
事
情
の
移
り
変
わ
り
に
伴
い
、
今
ま

で
の
内
容
が
大
幅
に
改
め
ら
れ
て
現
在

の
相
続
税
に
な
り
ま
し
た
。

課
税
硬
さ
ょ騒

○
相
続
に
伴
っ
て
財
産
を
取
得
す
る
事

に
よ
り
、
特
定
の
人
へ
の
宮
の
過
度
の

集
中
を
排
し
、
一
方
に
お
い
て
そ
の
よ

う
な
富
の
取
得
に
恵
ま
れ
な
い
人
と
の

均
こ
う
を
図
る
た
め
で
す
。

○
被
相
続
人
が
生
前
あ
ら
ゆ
る
方
法
で

蓄
積
し
た
財
産
を
相
続
開
始
の
時
点
で

は
起
し
て
糊
算
さ
せ
、
所
得
税
の
補
完

的
役
割
を
果
た
さ
せ
る
た
め
で
す
。

○
被
相
続
人
が
蓄
積
し
た
財
産
は
本
人

の
手
腕
と
努
力
の
た
ま
も
の
と
は
い

え
、
世
の
中
の
恩
恵
に
よ
っ
て
富
を
築

き
上
げ
た
謡
も
見
逃
せ
な
い
の
で
相
続

を
機
会
に
そ
の
富
の
一
都
を
社
会
に
還

元
し
て
人
々
の
た
め
に
役
立
た
せ
る
目

的
で
す
。申

告
と
納
税

申
告
書
は
相
続
開
始
の
日
（
被
椙
涜

人
死
亡
日
）
の
翌
日
か
ら
6
カ
月
以
内

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

提
出
先
は
彼
相
続
人
の
住
所
地
を
所

轄
す
る
説
欝
箸
で
す
。
ま
た
納
税
は
金

銭
で
一
時
に
納
め
ろ
の
が
原
則
で
す
が

物
納
や
延
納
の
制
度
も
あ
り
ま
す
。

な
お
農
地
を
相
続
し
た
掲
合
は
一
定

の
要
件
に
あ
て
は
ま
れ
ば
納
税
が
猶
予

さ
れ
ま
す
。
こ
の
申
告
を
怠
る
と
種
々

の
不
利
益
を
こ
う
む
り
ま
す
。

相
続
税
の
計
算

被
相
談
人
が
残
し
た
遺
産
総
額
か
ら

盤
所
、
仏
だ
ん
、
祭
具
等
や
寄
付
金
、

基
礎
控
除
等
を
発
し
引
い
た
課
説
遺
産

額
に
対
し
、
そ
の
駆
分
に
応
じ
て
1
0
パ

ー
セ
ン
ト
か
ら
最
前
7
5
パ
ー
セ
ン
ト
ま

で
課
税
さ
れ
ま
す
。

ー蕃

▽
親
子
の
会
話
が
あ

る
家
庭
か
ら
は
、

非
行
は
生
ま
れ
に

く
い
も
の
で
す
。

家
庭
が
楽
し
い
と

こ
ろ
で
あ
る
よ
う

に
、
家
族
そ
ろ
っ

て
だ
ん
ら
ん
す
る

機
会
を
な
る
べ
く

多
く
つ
く
る
。

▽
蜜
の
良
し
慈
し
、

欲
望
を
抑
え
ろ
自

制
心
、
人
に
迷
惑

を
か
け
な
い
坐
活

詳
し
い
こ
と
は
次
に
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

○
若
松
税
務
署
資
産
税
係

舘

（

7

6

1

）

2

5

3

6

0
税
務
相
談
室

小
倉
分
室
舘
（
9
2
1
）
7
1
1
1

八
幡
分
室
街
（
6
6
2
）
5
5
5
9

0
遠
賀
町
役
場
税
務
課

衝

（

2

9

3

）

1

2

3

4

0
遠
賀
郡
農
協
（
毎
月
1
0
日
、
1
0
時
～

1
5
時
）
　
街
（
2
9
3
）
0
0
1
4

0
遠
賀
町
商
工
会
（
毎
月
5
日
、
1
5
日

2
5
日
、
1
3
時
～
1
7
時
）

衝

（

2

9

3

）

0

1

6

5

轟
力
犯
罪
の
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に

▽
暴
力
的
な
迷
惑
行
為
を
し
よ
う
と
す

る
者
に
は
、
ス
キ
を
見
せ
た
り
、
相

手
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

▽
暴
力
団
に
誘
わ
れ
て
も
、
賭
博
や
ノ

ミ
行
為
i
　
覚
せ
い
剤
な
ど
に
は
絶
対

手
を
出
さ
な
い
。

▽
他
人
が
暴
力
の
被
管
に
あ
っ
て
い
る

と
こ
ろ
を
見
た
り
、
闘
い
た
り
し
た

と
き
は
、
近
く
を
パ
ト
ロ
ー
ル
中
の

暫
察
官
に
連
綿
を
す
る
か
、
1
1
0

番
を
す
る
。

子
供
を
非
行
か
ら
守
る
た
め
に

▽
勉
強
や
手
伝
い
、
遊
び
な
ど
の
日
稜

表
を
作
る
の
も
一
つ
の
方
法
で
す

が
、
規
則
正
し
い
生
活
を
送
ら
せ
る

よ
う
に
す
る
。
外
出
す
る
と
き
は
必

ず
行
先
を
確
か
め
る
と
と
も
に
、
梗

遊
び
に
は
十
分
気
を
つ
け
る
。

や
行
動
な
ど
、
韮
本
的
化
身
に
つ
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
し
っ
け
教

育
」
を
心
か
け
る
。

性
犯
罪
の
被
害
に
ゐ
わ
な
い
た
め
に

「
＞
榊
敏
的
な
服
装
や
隙
の
あ
る
態
度
は

み
せ
な
い
よ
う
に
す
る
。

▽
見
知
ら
ぬ
人
に
声
を
か
け
ら
れ
た
り

誘
わ
れ
た
楊
合
は
、
は
っ
き
り
と
断

わる。

▽
帰
宅
が
遅
く
な
っ
た
と
き
は
乗
り
物

の
停
留
所
ま
で
、
家
の
人
に
迎
え
に

来
て
も
ら
う
か
、
タ
ク
シ
ー
な
ど
を

利
用
す
る
。

▽
怪
し
い
男
に
つ
け
ら
れ
た
り
、
デ
カ

ン
に
毅
わ
れ
だ
と
き
は
、
大
声
を
出

し
て
助
け
を
求
め
ろ
。

▽
道
路
や
そ
の
周
辺
の
空
地
の
雑
草
を

刈
り
取
る
。

防
犯
ブ
ザ
ー
を
遠
賀
川
派
出
所
で
あ

っ
せ
ん
し
て
い
ま
す
。
六
百
円
で
す
。
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福祉年金を受けている

みなさんへ
禰祉年金を受けていろ人は、8月に年金を

受けとられたらすく年金羅部と印鑑をもっ

て、役場福祉課国保年金係に所得状況屈を提

出して下きい。この証番の提出が遅れると、

次の11月期以降の年金支払いが受けられない

ことになります。二葉」」

目　　シ　ート　ベルト着用推進運動（　一31日）

富
害
意
を
唇
争
営
霊
寮
蚤
を
冬
営
霊
農
を
毎
蛋
営

鵬
国
　
民
　
年
　
金
　
醐

書
芸
貴
意
電
卓
普
霊
長
竜
電
卓
誓
霊
請
竜
や
母
語

暮
ら
し
を
守
る

国
民
年
金
の
手
引
き
　
㈲

年
金
制
度
の
運
営
は

○
掛
金
（
保
験
料
）
を
か
け
る

わ
が
国
の
年
金
制
度
は
、
社
会
保
険

方
式
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
お
り
、
一

定
期
間
の
保
険
料
の
拠
出
を
条
件
と
し

て
一
定
の
給
付
を
行
い
、
そ
の
給
付
に

必
要
な
費
用
は
、
保
険
料
収
入
の
ほ
か

国
庫
負
担
金
と
積
立
金
の
利
子
収
入
に

よ
っ
て
賄
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

（
た
だ
し
、
国
民
年
金
の
福
祉
年
金
に

つ
い
て
は
全
額
国
庫
負
担
で
賄
わ
れ
て

ま
す
。
）
　
薄
紫
の
運
営
は
、
国
民
年

金
、
厚
生
年
金
保
険
及
び
船
貝
保
険
で

は
政
府
が
自
ら
行
い
、
共
済
組
合
で
は

各
共
済
組
合
が
運
営
し
て
い
ま
す
。

年
金
制
度
の
加
入
者
数

と
年
金
の
受
給
者
数

○
加
入
者
は
5
、
8
0
0
万
人

各
穂
の
年
金
制
度
に
加
入
し
て
い
る

人
は
、
総
数
で
約
5
、
8
0
0
万
人

で
、
こ
の
う
ち
国
民
年
金
と
厚
生
年
金

保
険
の
加
入
者
は
あ
わ
せ
て
約
5
、
0

0
0
万
人
で
全
体
の
九
割
を
占
め
て
い

ます。
○
年
金
受
鈴
音
は
1
、
5
0
0
万
人

ま
た
、
こ
れ
ら
の
制
度
か
ら
年
金
を

受
け
て
い
ろ
人
は
約
1
、
5
0
0
万
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
無
拠
出

の
福
祉
年
金
の
受
給
者
は
約
4
5
0
万

人
で
、
年
金
受
給
者
全
体
の
三
割
近
く

を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
受

給
者
の
う
ち
老
齢
年
金
を
受
け
て
い
る

人
は
約
1
、
2
0
0
万
人
で
、
そ
の
三

割
以
上
（
約
4
0
0
万
人
）
が
老
齢
福

祉
年
金
の
受
給
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
国
民
年
金
の
加
入
者
は
2
、
7
8
0

万
人国

民
年
金
制
度
が
発
足
し
て
幼
年
を

経
過
し
た
今
日
、
加
入
者
の
総
数
は

3
、
7
8
0
万
人
に
達
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
受
給
者
は
拠
出
制
の
老
齢
年
金

が
4
7
0
万
人
、
通
算
老
齢
年
金
が
3

2
万
人
と
な
っ
て
お
り
受
給
者
数
や
給

付
額
に
お
い
で
も
す
で
に
繍
祉
年
金
に

と
っ
て
替
わ
る
位
置
を
占
め
る
に
至
り

ま
し
た
。
こ
の
受
給
者
に
、
老
齢
福
祉

年
金
の
4
0
0
万
人
を
加
え
る
と
合
計

8
1
0
万
人
の
万
に
国
民
年
金
の
老
齢

給
付
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す。○
今
後
ま
す
ま
す
ふ
え
る
年
金
受
捨
者

現
在
の
6
5
歳
以
上
の
総
人
口
は
お
よ

そ
l
、
0
0
0
万
人
。
実
に
そ
の
紺
％

に
あ
た
る
方
に
国
民
年
金
か
ら
年
金
を

お
渡
し
し
て
い
ろ
こ
と
に
な
り
、
老
後

の
支
え
に
重
要
な
働
き
を
し
て
い
ま

す
。
我
が
国
の
年
金
（
拠
出
制
）
は
、

今
後
の
人
口
の
老
齢
化
等
に
よ
り
成
熟

化
が
進
み
、
受
給
者
の
急
激
な
増
加
が

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
当
町
で
の
年
金
受
給
者

は
拠
出
制
老
令
年
金
が
（
5
3
1
人
）

通
算
老
齢
年
金
が
（
6
7
人
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。
（
粥
年
臆
末
現
在
）

◎
国
民
年
金
保
険
料
は
納
期
限
内
に
忘

れ
ず
に
納
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
年
金
手
帳
や
保
険
料
納
入
の
領
収
種

等
は
大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

盆
休
み

8
月
1
3
日
、
1
4
日
、
1
5
日
の
3
日
間

休
み
の
描
般

・
中
央
公
民
館

・
公
民
館
別
館

・
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

・
第
一
、
第
二
武
道
場

8
月
1
3
日
、
1
4
日
、
1
5
日
、
1
6
日
の

－
日
間
休
み
の
機
敏

・
老
人
憩
の
家

防
犯
の
夕
べ

出
場
バ
ン
ド
募
集

献
血
あ
り
が
と
う

7
月
1
日
に
実
施
し
ま
し
た
献
血
　
　
次
蘭
の
献
血
は

に
は
多
数
の
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
　
▽
日
時
∴
肌
和
即
位
9
月

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

。
献
血
参
加
者
一
五
九
名

o
採
　
血
　
者
　
二
三
二
名

1
0
時
～
1
5
時
0
0

▽
場
所
∴
遠
賀
郡
農
協
前

盗
犯
、
育
少
年
の
非
行
、
そ
の
他
日

常
乍
活
を
脅
か
す
犯
罪
は
、
年
々
増
加

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
が
、
今
回

こ
れ
ら
の
犯
非
防
止
を
図
る
た
め
「
防

犯
の
夕
べ
」
を
催
す
こ
と
に
い
た
し
ま

した。つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
催
し
の
中
に

「
ポ
ッ
プ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
取
り
入

れ
ろ
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
出

甥
希
割
バ
ン
ド
は
申
込
み
下
さ
い
。

▽
主
点
　
鮪
∴
演
希
時

速
賀
町
筋
犯
組
合

∇
日
　
時
　
昭
和
卯
年
8
月
2
1
日
（
土
）

15時－

▽
会
　
場
　
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

▽
出
場
資
格
　
バ
ン
ド
の
メ
ン
バ
ー
に

町
内
在
住
者
を
含
ん
で
い

るこ｝」。

▽
出
・
込
先
　
8
月
5
日
ま
で
に
、
役

場
禰
祉
係
に
申
し
込
み
下

さ
い
。
申
込
番
は
福
祉
係

に
慣
い
て
あ
り
ま
す
。

▽
聞
合
究
　
役
場
稿
祉
係
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千
五

百
円

2　新
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1日　　水　　の　　白　　水　　の　　週　　間　　（一7日）

中
間
市
花
火
大
会

ペ
ン
ギ
ン
村
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
参
加
者
募
集

お
ー
い
、
元
気
な
子
、
寄
っ
と
い
で
。
君
は
、
自
分
で
ご
ほ
ん
を
た
け

る
か
い
9
じ
ゃ
あ
、
テ
ン
ト
の
は
り
か
た
は
？
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
で

友
だ
ち
を
つ
く
り
、
輪
に
な
っ
て
遊
ぼ
う
よ
。

▽
対
象
者
　
遠
賀
郡
・
中
間
市
内
の
小
　
　
キ
）
が
教
育
委
員
会
に
寵
い
て
あ
り

学
校
1
年
生
～
6
年
生
（
男
女
約
5
0
　
　
ま
す
。

名
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
必
要
菰
項
を
記
入
の
上
、
1
月
1
3

▽
日
　
時
　
昭
和
5
7
年
8
月
2
1
日
～
2
2
　
　
日
ま
で
に
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。
参

日

第
一
日
　
1
4
時
∴
集
合
出
発

第
二
日
　
1
6
時
　
解
散

▽
場
　
所
　
帆
柱
山
国
殺
キ
ャ
ン
プ
場

▽
参
加
費
　
千
円
。
（
含
保
険
料
）

加
申
し
込
み
を
さ
れ
た
万
に
は
、
く

わ
し
い
こ
と
を
後
日
連
絡
し
ま
す
。

▽
開
合
先
　
平
日
9
時
～
1
7
時
ま
で
、

㊧
（
6
1
1
）
5
9
3
1
内
線
4
4

藤
野
。
1
7
時
－
2
1
時
ま
で
、
㊨
（
2

▽
持
っ
て
く
る
物
　
米
2
合
、
着
が
え
　
　
0
1
）
0
3
0
2
中
田
。

帽
子
、
ス
プ
ー
ン
、
は
し
　
　
　
　
　
▽
主
　
髄
∴
稿
岡
県
青
年
の
船
の
会

▽
申
込
方
法
　
申
し
込
み
用
紙
（
ハ
ガ
　
　
　
　
　
　
遠
賀
・
中
間
支
部

昭
和
町
年
度
第
2
回
個
人
向
け
融
資
受
付

－
　
住
宅
金
融
公
底
福
岡
支
所
　
－

▽
受
付
期
間
　
1
月
2
7
ロ
ー
8
月
3
1
日

▽
融
資
予
定
戸
数

o
一
般
性
宅
建
殺
及
び
建
売
住
宅
購

入
　
7
万
6
千
戸

o
マ
ン
シ
ョ
ン
購
入
　
4
千
戸

。
金
　
利
　
年
5
・
5
％
の
貸
付
け

▽
選
定
方
法
　
受
付
日
噸
（
無
抽
選
）

▽
借
入
申
込
書
の
頒
布
場
所
　
県
内
の

業
務
取
扱
店
及
び
公
庫
支
所

∇
そ
の
他
　
来
年
2
月
2
8
日
ま
で
長
期

間
に
わ
た
っ
て
申
込
受
付
を
行
っ
て

い
る
貸
付
が
あ
り
ま
す
。

o
一
般
住
宅
建
設
（
特
別
貸
付
）

o
一
般
住
宅
建
設
（
個
人
共
同
貸
付

け
）
。
マ
ン
シ
ョ
ン
購
入
（
特
別
貸

付
）
　
c
建
売
住
宅
髄
入
（
特
別
貸
付
）

な
ど

詳
細
に
つ
い
て
は
、
住
宅
金
融
公
顧

福
岡
支
所
　
㊧
0
9
2
　
（
7
1
2
）
5

5
5
5
I
C
ど
う
ぞ
。

▽
と
　
き
∴
雌
和
5
7
年
8
月
1
8
日
（
水
）

当
日
、
中
間
市
内
で
は
夕
方
か
ら
交

通
姪
御
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
注
意
し

て
下
さ
い
。

な
お
、
雨
天
の
場
合
は
、
1
9
日
、
2
0

日
と
順
延
さ
れ
、
2
0
日
も
雨
天
の
場
合

は
中
止
と
な
り
ま
す
。

暮
ら
し
の
発
明
工
夫
展

作

品

募

集

身
近
な
佳
酒
の
改
善
、
合
理
化
の
た

め
の
ア
イ
デ
ア
品
を
募
楽
し
ま
ず
。

▽
考
案
の
範
囲
　
日
常
生
活
に
結
び
つ

い
た
発
明
工
夫
作
品
（
家
庭
用
品
・

衣
料
・
袋
物
・
蒋
務
・
機
械
器
具

他
）
で
未
発
表
の
も
の

▽
応
募
資
格
　
性
別
・
年
齢
問
わ
ず

▽
受
付
期
間
　
8
月
1
8
日
－
2
3
日

▽
受
付
場
所
　
福
岡
天
神
岩
田
屋
販
売

促
進
部
　
㊨
0
9
2
（
1
2
1
）
1

1
1
1
（
内
線
5
1
1
4
）

評
蟻
大
輔
〉
の
案
内

◎
映
百
と
音
楽
祭

▽
日
　
時
　
昭
和
約
年
8
月
6
日
（
金
）

1
3
時
～
1
5
時

▽
場
　
所
　
芦
屋
町
民
会
館
ホ
ー
ル

▽
内
　
容
　
西
部
航
空
音
楽
隊
に
よ
る

演
奏
∴
航
空
映
両

V
そ
の
他
　
入
場
無
料
、
記
念
品
進
呈

中
学
生
以
上
の
人
に
は
、
体
験
搭
乗

（
8
月
1
9
日
）
の
拍
選
会
が
あ
り
ま
す
。

◎
基
地
盆
踊
り
大
会

▽
日
　
時
　
昭
和
5
7
年
8
月
6
日
（
金
）

1
8
時
－
2
1
時

▽
揚
∴
所
　
航
空
自
衛
隊
芦
屋
基
地

（
基
地
を
関
放
し
ま
す
）

国
立
北
九
州
工
事

編
入
学
生
募
集

∇
編
入
学
科
　
機
械
工
学
科
、
館
気
工

学
科
、
化
学
工
学
科

▽
募
集
人
員
　
若
干
名

▽
編
入
学
年
次
　
第
4
学
年
次

▽
資
　
格
　
工
業
高
校
ま
た
は
、
高
校

の
工
業
に
関
す
る
学
科
を
卒
業
し
た

者
及
び
来
年
卒
業
見
込
の
者
。

▽
願
番
受
付
期
間

8
月
2
日
～
8
月
9
日
ま
で

▽
試
強
日
　
8
月
2
7
日
（
金
）

∇
間
合
先
　
北
九
州
萬
尊
　
小
倉
南
区

大
字
志
井
棚
番
　
翁
（
9
6
2
）
5
8

3
1
に
ど
う
ぞ
。

○
●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
●
○

●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

遠
賀
町
内
囲
碁
大
会
∞

参
加
者
受
付
中
　
　
　
的

広
漠
公
民
館
開
架
ク
ラ
ブ
主

他
に
よ
る
、
第
8
回
箋
町
内
0
0

囲
碁
大
会
を
次
の
よ
う
に
開
催

し
ま
す
。
多
数
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

▽
H
∴
時
∴
耽
和
卯
年
8
月
8

8
時
3
0
分
開
会

▽
場
　
所
　
広
渡
公
民
館
ポ
ー

▽
参
加
資
格
　
町
内
在
住
、
在

勤
者

初
級
者
も
大
歓
迎

▽
会
　
費

（
中
食
代
合
）

▽
申
込
期
限
　
8
月
3
日
ま
で

に
住
所
氏
名
・
館

話
番
号
・
自
称
段

級
位
を
申
込
先
ま

で

∇
申
込
先
　
広
漠
∴
電
転

筋
（
2
9
3
）

0
0
9
4

役
場
企
画
課

銘
木
敏
行
　
㊧

2

9

3

）

1

2

3

な
お
、
中
食
等
の
準
備
が
あ

り
ま
す
の
で
、
申
込
み
と
同
時

入
金
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
●
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繕熊鰯欝鐙，瀬や与三陸当盤鵠7
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縛勘彊
●l

渡耕一一は　し手室　ら10
り　蔵家、た以　る水Ii
初’／、遠　o乗六巻、
め弥傾費　11・刑　北
に∵栄∵平町　　年　‾　、九
月千、か　　の属目遠州
櫓＼ノ債ら　　城が費用
し　か江　も　　月、町∵許
隣i「、木　　を胴　を松
通代耕i守∴∴籠和符IX
を美作の　　て46て払
祝柵、福∴∴定言年∴出川

火災に備えで‥・訓練／
2年ごとに行われる大会の町代表選手を決

める町湘防郎ボ／プ車撰法人会が7月18日、

早朝から思円小学校グラウンドで行われまし

た。今riのために各岡見は一週間毎日雨の降

る申練潟を種ねてきました。このil選ばれた

用代表5選手は、葉月8日の文部大会に備え

て、まγこ毎I「練常の「lが続きます。

施 �∴ 

○－　　　10‾　　　999　　　ヽ01 

火　の　用　心　心　で　用　心　　目　で　用　心
一一一昭和57年度全国統一標語－

い
ま
し
た
。

こ
の
道
蹄
は
、
北
九
州
と
福
岡
都
小

関
を
絨
ぶ
斡
線
通
路
で
、
国
道
3
＝
弓
緑

の
バ
イ
パ
ス
と
し
て
交
通
緩
和
に
菅
生

す
る
は
も
と
よ
り
、
風
光
明
細
な
縦
帯

線
と
の
つ
な
が
り
に
よ
る
地
域
間
の
発

股
に
期
待
が
滝
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
軍
費
＝
く
す
玉
を
割
る
柴
田
重
蔵
町

長
を
は
じ
め
郡
内
三
町
長
）

北
九
州
芦
屋
福
岡
線
開
通



第295号　　　　　　　　　　　　　　塵⑭筋勉餅（6）

31日）道路　を　ま　も　る　月　間　＜道路保全美化運動＞（1日

キ
ャ
ン
プ
に
早
く
行
き
た
い
な
1

－
－
野
外
活
動
議
習
会
が
あ
り
ま
し
た
1
－

7
月
日
日
、
野
外
活
動
詣
習
会
が
第

一
武
道
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。
当
日
は

役
場
横
広
場
で
実
際
に
テ
ン
ト
を
設
営

し
た
り
、
飲
こ
う
を
使
っ
て
ご
ほ
ん
を

炊
く
予
定
で
し
た
が
雨
の
た
め
室
内
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

「
お
昼
は
自
分
達
が
作
っ
た
カ
レ
ー

ラ
イ
ス
が
食
べ
ら
れ
る
そ
。
」
と
た
の

し
み
に
し
て
い
た
子
供
達
は
、
「
今
ま

で
降
ら
な
か
っ
た
雨
が
ど
う
し
て
今
日

降
る
の
か
な
。
」
と
恨
め
し
そ
う
に
窓

の
外
を
み
つ
め
て
い
ま
し
た
。
で
も
各

地
区
か
ら
集
っ
た
約
1
0
0
名
近
く
の

人
は
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会
の

熱
心
な
指
導
の
お
か
げ
で
「
こ
の
講
習

会
で
キ
ャ
ン
プ
に
必
要
な
知
識
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
早
く
実
際
の
キ

ヤ
ン
プ
で
役
立
て
た
い
で
す
。
」
と
熱

心
に
メ
モ
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。

籍
鮪
国
　
造
貰
郡
民
体
育
大
会
の
開
催

例
年
本
町
か
ら
も
多
数
の
選
手
が
参

加
し
て
お
り
ま
す
。

本
年
は
主
会
場
が
岡
垣
町
の
岡
垣
中

学
校
で
す
。

▽
日
　
時
　
昭
和
卯
年
8
月
8
日
（
日
）

9
時
3
0
分
～

▽
競
技
謹
目
と
競
技
会
場

陸
上
競
授
　
岡
垣
中
学
校

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
　
水
巻
南
中
学
校

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
　
遠
賀
勤
労
者
体
育
セ

ン
タ
ー
及
び
遠
賀
高
校
体
育
館

軟
式
庭
球
　
岡
垣
町
テ
ニ
ス
場

卓
　
　
球
　
水
巻
町
動
労
背
少
年
体
育

セ
ン
タ
ー

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
　
岡
垣
町
民
体
育
館

剣
　
　
道
　
海
老
津
小
学
校

弓
　
　
道
　
岡
垣
町
民
弓
道
場

軟
式
野
球
∴
岡
垣
町
総
合
グ
ラ
ン
ド

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
　
芦
屋
束
小
学
校

相
　
　
撲
　
岡
垣
町
相
撲
場

町
民
の
皆
様
の
多
数
の
応
援
を
お
類

い
し
ま
す
。

・
も
う
一
度
考
え
て
み
よ
う
㈲

た
　
だ
　
事
「
労
い
∴
∴
ふ
だ
ん
c
“
と

つ
ぎ
に
、
沌
声
時
代
の
身
分
制
度
に

よ
っ
て
、
む
り
や
り
に
つ
く
り
上
げ
ら

れ
た
同
和
地
区
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て

で
き
た
の
か
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

－
－
1
0
　
－
　
0
　
－
　
O
i
i
－
i

ピ
ー
一
種
∴
＿
　
く
　
　
　
さ
．
時
人

同
和
地
匿
の
起
源
（
お
こ
り
）
に
つ

い
て
は
、
か
た
よ
っ
た
見
か
た
や
正
し

く
な
い
考
え
か
た
に
よ
っ
て
、
い
ろ
い

ろ
と
い
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、

と

l

 

b

∴

し

　

く

　

　

ひ

と

　

　

　

　

　

そ

か

人

　

　

　

封

あ

●
同
和
地
区
の
人
び
と
の
祖
先
は
、
大

む
か
し
　
　
　
　
　
　
く
高
∴
∴
∴
∴
1
二

昔
に
よ
そ
の
国
か
ら
移
っ
て
き
て
、

i

C

つ

は

人

　

　

す

　

　

　

　

　

　

　

い

と

た

ら

日
本
に
住
み
つ
い
た
人
達
で
あ
る
と

い
う
「
大
詔
が
遇
う
」
と
す
る
説
。

●
同
和
地
区
の
人
び
と
は
、
人
の
い
や

が
ろ
職
業
に
つ
い
て
い
た
か
ら
は
ず

か
し
め
ら
れ
る
の
だ
と
い
う
「
職
業

に
よ
る
も
の
」
と
す
る
説
。

▲
つ
e
t
1
－
思
つ
し
．
《
，
　
l
人

●
ま
た
、
仏
教
が
殺
生
を
禁
じ
て
い
る

の
に
、
驚
謹
し
た
か
ら
い
や
し
め

ら
れ
る
の
だ
と
い
う
「
宗
教
が
そ
の

お
こ
り
だ
」
と
す
る
説
。

な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
ど
れ

た
た
∴
∴
∴
∴
嶋
ん
雪

も
正
し
い
判
断
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

同
和
地
区
は
、
ま
え
に
も
申
し
ま
し

た
6
－
∴
0
人
h
：
く
L
t

た
よ
う
に
、
時
の
権
力
者
に
よ
っ
て
、

「
政
治
的
に
つ
く
り
出
さ
れ
た
も
の
」

な
の
で
あ
り
ま
す
。

－
　
0
　
－
　
0
　
－
－
0
－
－
－

い
ま
∴
∴
∴
∴
（
く
（
－
　
　
　
亀
有
支
え
∴
∴
せ
ん
と
く
じ
完

今
か
ら
約
五
〇
〇
年
鮒
の
戦
国
時
代

か
ら
徳
川
時
代
の
は
じ
め
に
か
け
て
、

は
，
0
人
h
二
よ
ー
し
’

封
建
領
主
は
、
地
区
の
人
び
と
を
武
舘

を
つ
く
る
こ
と
に
専
念
さ
せ
、
武
怨
の

つ
く
り
か
た
の
酸
鵬
な
樹
盤
を
留
る
た

ら
一
十
人
∴
∴
‥
写
　
し
ゆ
る
、

め
と
、
身
分
を
何
願
類
に
も
わ
け
て
、

た
が
∴
∴
∴
∴
小
人
l
く

お
互
い
に
反
日
さ
せ
、
争
わ
せ
て
、
属

し
〇
・
倍
ん
M
つ
　
　
　
　
は
ん
こ
，

衆
が
団
績
し
て
反
抗
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
よ
う
に
し
て
、
自
分
た
ち
の
櫛
カ

ぎ
ー
∴
∴
ふ
て
て
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
く
で
I
e

の
唾
を
安
定
さ
せ
る
と
い
う
田
的
の
た

め
に
、
部
落
を
つ
く
り
、
そ
こ
に
し
ぼ

り
つ
け
た
の
で
す
。

は
じ
め
の
こ
ろ
の
部
落
は
、
三
・
四

軒
か
ら
上
敷
軒
く
ら
い
の
も
の
た
っ
た

の
で
す
。
そ
こ
に
、
戦
乱
で
主
家
が
つ

ぶ
れ
て
禄
を
は
な
れ
た
浪
人
や
、
お
ち

じ
　
n
t
－
∴
∴
∴
ふ
＿
く
　
　
　
　
　
　
左
方
く

ぶ
れ
た
地
主
や
、
不
作
な
ど
で
年
貢
を

お
き
め
き
れ
な
く
な
っ
た
塵
民
や
、
多

く
の
不
幸
な
人
び
と
た
ち
が
こ
こ
へ
流

れ
込
ん
で
き
ま
し
た
。

ら
“
丁
，
∴
∴
∴
…
ご
∵
÷
’

や
が
て
、
こ
れ
ら
の
地
域
は
、
人
口

を
か
か
え
さ
れ
な
く
な
っ
て
、
領
主
の

め

ー

n

い

　

　

　

　

か

o

e

 

t

i

に

豊

一

∴

∴

∴

O

i

－

ち

p

命
令
で
、
河
原
や
、
谷
間
や
、
山
の
中

腹
な
ど
の
人
の
住
ま
な
い
と
こ
ろ
へ
分

村
さ
せ
ら
れ
、
新
し
い
部
落
が
つ
く
ら

れ
て
い
っ
た
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
封
建
社
会
に
お
け

な
　
ぶ
人
偉
い
ど
　
　
ら
章
，
て
人
　
た
∴
∴
∴
．
　
し
た
ー
ノ

る
、
身
分
制
塵
の
頂
点
に
立
つ
武
士
遠

山
い
か
つ
　
　
　
　
し
ん
ニ
ー
∴
∴
γ
言
．
去
　
月
ん

の
生
活
は
、
人
口
の
大
部
分
（
蝕
％
し
を

の
，
ふ
ん
∴
－
あ
0
∴
－
ゐ
f
b
一
時
？
レ
き

し
め
る
農
民
の
洋
と
油
の
結
晶
で
あ
る

砕
貢
米
に
よ
っ
て
さ
さ
え
ら
れ
て
い
ま

き
A
 
C
，
∴
　
　
し
0
1
0
く
　
　
　
わ
り

し
た
。
年
貢
米
は
収
穫
の
五
割
か
ら
」
ハ

制
に
も
お
よ
ぶ
ひ
ど
い
も
の
で
、
そ
の

負
担
に
あ
え
′
、
農
民
の
生
活
は
、
き
わ

め
て
み
じ
め
は
も
の
で
し
た
。

の

ブ

ん

ん

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

せ

い

o

“

r

そ
う
し
た
農
民
た
ち
に
、
そ
の
生
活

の
苦
し
さ
を
あ
き
ら
め
さ
せ
、
不
満
を

あ
　
ぶ
人
骨
い
〆
－
∴
●
；

そ
ら
し
、
身
分
制
度
を
守
り
ぬ
く
た
め

そ
う
か
く
　
　
か
　
i
喜
べ
つ
　
み
‥
今
へ
∴
－
1
，

に
一
層
低
い
被
差
別
身
分
を
設
け
た
の

で
す
。
こ
れ
ら
の
身
分
は
、
そ
れ
ぞ
れ

越
え
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
さ
れ
、
職

た
が
∴
∴
∴
∴
‥
つ
C
A

葉
を
か
え
る
こ
と
や
、
お
互
い
の
結
婚

な
ど
も
禁
止
さ
れ
た
の
で
す
。

（
8
月
2
5
円
号
へ
続
く
）
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2　日　食品衛生週間（－　8　日）

夏

祭

り

と

浅

木

の

輸

起

　

し

た
　
　
こ

c
言
　
「
こ
の
小
さ
い
桶

は
何
に
使
い
ま
す
か
。
」

答
　
よ
く
気
か
つ
き
ま
し

た
。
こ
の
小
さ
い
桶
を
花

た
こ
、
大
き
い
方
を
水
た

こ
と
い
い
ま
す
。
つ
ま
り

水
を
入
れ
る
桶
の
こ
と
を

〟
だ
ピ
ル
と
呼
ん
で
い
ま

す。
桶
は
古
く
は
櫓
の
薄
板
を
曲
げ
、
桜

の
皮
で
と
じ
、
底
板
を
つ
け
た
軸
物
で

あ
っ
た
が
、
中
性
未
以
降
、
板
を
円
筒

に
な
ら
べ
底
板
を
つ
け
た
　
〝
た
が
し

め
〃
の
も
の
が
で
き
た
。
こ
の
桶
に
ふ

た
板
を
固
定
し
た
も
の
を
縛
と
い
う
と

辞
書
に
あ
り
ま
す
が
、
同
じ
水
も
の
を

入
れ
る
も
の
で
ふ
た
つ
き
を
〝
た
る
〃

ふ
た
の
な
い
も
の
を
〝
た
こ
〃
　
と
い
う

が
、
そ
の
籠
源
は
判
り
ま
せ
ん
。

こ
の
ほ
か
、
農
家
で
は
人
糞
を
入
れ

ろ
桶
を
把
手
こ
C
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す

水
と
い
え
ば
、
今
で
は
各
戸
に
水

道
が
配
管
さ
れ
て
い
る
の
で
軽
口
を
ひ

ね
れ
ば
水
が
出
る
有
難
い
世
の
中
に
な

り
ま
し
た
が
、
水
道
の
な
い
時
は
村
の

何
カ
所
か
に
あ
っ
た
井
の
水
を
、
つ
る

べ
で
汲
み
あ
げ
て
、
担
い
で
帰
っ
て
ハ

ン
ド
が
メ
と
い
う
水
が
メ
に
貯
水
し
た

も
の
で
す
。

で
す
か
ら
水
を
大
切
に
し
た
も
の
で

す。
今
年
は
雨
が
降
ら
ず
断
水
の
ニ
ェ
ー

ス
が
毎
日
の
よ
う
に
流
さ
れ
て
い
ま
す

水
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

花
タ
ゴ
は
、
お
墾
参
り
を
す
る
と
き

に
花
や
線
番
を
も
っ
て
行
き
ま
す
が
、

こ
の
時
に
仏
様
に
蹟
え
ろ
水
や
花
筒
の

水
を
入
れ
て
行
く
た
め
の
も
の
で
す
。

ま
も
な
く
、
お
盆
が
釆
ま
す
が
遠
賀

霊
園
に
行
く
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
花

た
こ
が
各
所
に
配
樽
さ
れ
参
詣
人
の
優

を
は
か
っ
て
あ
り
ま
す
。

前
脚
の
な
ぞ
か
け
の
答

1
　
汽
車
　
　
2
　
打
ち
水

1
、
朝
赤
い
頭
巾
を
つ
け
塵
を
は
い
て

い
る
も
の
ナ
ー
二

2
、
六
角
堂
に
小
僧
一
人
、
参
り
が
な

く
で
戸
が
あ
か
ぬ
ナ
ー
こ

若
い
夏
を
迎
え
る
の
で
こ
れ
に
ち
な

ん
だ
夏
越
祭
と
わ
こ
し
つ
に
い
て
述
べ

ま
し
ょ
う
。

史
は
悪
投
、
は
や
り
病
が
邁
廷
す
る

時
節
と
し
て
恐
れ
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
病

が
村
に
浸
入
し
な
い
よ
う
に
と
、
い
ろ

い
ろ
の
信
仰
が
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在

で
も
神
社
の
祭
典
と
し
て
残
さ
れ
て
い

る
も
の
に
塊
　
（
越
）
　
祭
り
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
も
と
の
発
想
は
別
と
し
て

も
、
そ
の
日
的
は
同
じ
で
開
運
の
あ
る

も
の
が
腫
国
衆
や
獅
子
祭
な
ど
殆
ん
ど

1
月
の
祭
典
で
す
（
木
守
獅
子
祭
は
6

月
）
祇
園
祭
－
島
津
・
出
生
洋
・
老
艮

・
広
漠
　
獅
子
祭
－
鬼
津
・
木
守
・
今

古
賀
　
夏
（
越
）
祭
－
若
松
・
士
別
府

・
浅
木
・
遠
賀
川
な
ど
。

こ
れ
ら
は
祇
園
祭
の
牧
神
の
祭
り
を

避
け
る
。
獅
子
祭
は
名
声
の
悪
戯
駁

い
な
と
疫
病
の
発
生
期
を
選
ん
で
い

ます。夏
越
祭
は
身
の
不
浄
を
祓
い
災
を

瞬
く
た
め
大
祓
が
行
わ
れ
ま
す
が
、

民
間
行
事
と
し
て
は
級
よ
り
も
襟
の

要
素
が
強
い
と
い
わ
れ
、
苗
は
年
蔦

を
用
で
一
H
遊
ば
せ
る
と
い
う
の
か

ー
椴
的
な
凪
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

こ
れ
は
人
間
の
操
級
が
家
畜
ま
で

及
ん
だ
風
習
だ
と
著
－
み
ら
れ
ま
す
。

さ
て
、
こ
こ
で
妻
越
祭
の
中
で
今

に
民
俗
信
仰
と
し
て
受
け
つ
か
れ
て

い
る
、
浅
木
の
輪
越
を
照
会
し
ま
し

よ
う
。わ

C
L
は
茅
の
輸
を
三
度
く
く
っ
て

邦
、
域
を
祓
い
、
来
る
夏
季
を
投
病
に

か
か
ら
ぬ
よ
う
無
郎
夏
越
が
で
き
る
よ

う
と
の
願
い
か
ら
1
月
0
0
日
夜
、
浅
木

神
社
の
墳
内
に
て
行
わ
れ
、
遠
近
の
参

詣
者
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
行
軍
は
一
年
を
二
分
し
元
旦
に

対
す
る
大
晦
日
の
大
祓
、
中
刀
に
対
す

る
6
月
晦
日
（
夏
越
祭
は
本
来
旧
膵
6

月
的
〓
）
の
大
祓
が
こ
の
輸
越
と
も
い

わ
れ
て
お
り
ま
す
。

茅
の
輪
は
ヘ
ビ
を
形
ど
っ
た
も
の
だ

と
も
い
わ
れ
、
祇
園
祭
な
ど
と
関
係
し

つ
つ
6
月
に
顕
藷
な
水
神
の
祭
り
と
関

連
が
あ
る
も
の
だ
ろ
う
と
も
い
わ
れ
て

お
り
ま
す
o

砥
園
祭
は
京
都
東
山
の
八
坂
神
社
で

牛
頭
天
上
（
ス
サ
ノ
オ
ノ
命
に
付
会
）

を
祭
り
御
霊
ま
た
は
痩
神
の
た
た
り
を

さ
け
る
祭
が
代
表
と
な
っ
て
中
世
以
後

旧
6
月
7
日
か
ら
1
4
日
ま
で
と
日
柄
が

守
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
祭
り
は
「
山

」
と
「
鉾
」
に
あ
り
ま
す
。
砥
圃
社
は

普
通
、
須
賀
神
社
と
い
い
本
山
の
各
神

社
に
は
小
社
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。

以
前
は
須
賀
神
社
の
あ
る
と
こ
ろ
は

山
笠
を
た
て
て
い
だ
が
今
で
は
老
良
と

揖
津
の
み
が
毎
年
九
年
願
と
し
て
克
て

て
い
ま
す
。
　
　
　
　
（
高
野
千
年
）

－
緒
祷
‥

あ
り
が
た
や
権
現
さ
ま

か
ら
梅
雨
で
新
聞
、
テ
レ
ビ
も
雨
な

し
の
予
報
ば
か
り
。
血
生
津
の
溜
池
二

つ
は
カ
ラ
カ
ラ
。
虫
牛
津
区
関
係
者
は

凍
奔
西
題
下
を
つ
く
す
が
観
み
の
栂
は

な
し
。
思
い
余
っ
て
柚
の
カ
を
と
、
水

の
利
、
虫
牛
津
金
谷
樅
現
様
に
、
婦
人

会
、
捜
悼
班
厳
で
8
日
参
詣
し
て
祈
願

した。そ
の
∪
利
益
か
9
∴
川
‖
か
ら
の
慈
雨

に
鯨
現
さ
ま
の
お
陰
と
畠
∵
ん
で
い
る
。

ち
な
み
に
、
歎
1
年
前
の
か
ん
ば
つ
の

と
き
、
柄
大
公
で
こ
の
租
に
祈
願
し
た

こ
ろ
、
た
ち
ま
ち
雨
が
降
り
、
以
来
万

年
願
と
し
て
毎
年
1
月
2
5
日
婦
人
全
行

華
と
し
て
参
詣
し
て
い
る
。
平
素
の
心

か
け
の
賜
で
あ
ろ
う
か
〃
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8月分し尿くみ取り予定表

小型車くみ取り地区怠り引　大型車くみ取。地区

崇器＿都　一博慧耳富筈暇
＿甲府、木ホ老良虫佐津（新屋敷を含む）

試筆面）、鬼津上向くみ取。
i

！鬼津

蓋聖堂聖一一一一一性器窪車
掌釧　　　　　－！
遠賀川、新町

月2固くみ取り　　　　！月2回くみ取り

新町　　　　　i

新町

鬼津、砦松、松の木、遁筒

を良

今古質、島津

渋木、鬼津（小鳥掛）、尾崎

新町、広漠（中卒田）

鬼浦（山水苑）、若松、別府
（童瀬）

新町（ユニード前通り一部）
別府

尾崎、今古賀

尾崎、若葉台、上別府、木守、
蛍塔寺

L別府、山生津、浅木

浅木

10日　L P　ガス消費者保安デー

個
鯨
鰹
腰
間
盤
の
無
正
夢

8
月
分
ゴ
ミ
収
集
予
定
表

無
綾
墳
墓
の
改
葬

◎
期
　
日
　
8
月
1
0
日
（
火
）

▽
時
　
間
　
9
時
5
0
分
か
ら
1
0
時
5
0
分

の
間
に
お
い
で
下
さ
い
。

▽
場
　
所
　
役
場
保
健
室

▽
対
象
者
　
生
後
1
－
1
2
カ
月
児

▽
持
参
品
　
厚
子
手
帳

▽
内
　
容
　
体
重
、
身
長
等
の
測
定

離
乳
食
等
の
相
談

▽
料
　
金
　
無
料

し
尿
、
ゴ
ミ
収
集

運

搬

の

盆

休

み

▽
盆
　
休
　
8
月
1
4
日
、
鳩
目

盆
休
み
の
唾
暗
く
み
取
り
の
申
し
込

み
は
8
月
7
日
（
土
）
ま
で
に
役
場
保

健
衛
生
係
で
印
璽
を
持
参
の
う
え
申
込

み
下
さ
い
。

使
そ
う
の
付
近
に
は
植
木
な
ど
置
か

な
い
よ
う
作
業
の
し
や
す
い
よ
う
に
し

て
下
さ
い
。

▽
期
　
日
　
8
月
6
日
（
金
）

▽
場
所
及
び
時
間

o
中
央
公
民
館
　
9
時
5
0
分
－
日
時

3
0
分

o
浅
木
公
民
館
　
1
3
牌
∵
く
1
5
時

∇
対
象
者

▽
検
診
内
容

6
5
歳
以
上
の
人

関
係
者
が
あ
れ
ば
申
し
出
て
下
さ
い

◎
所
在
地
　
佐
賀
県
唐
津
市
中
町
1
8

▽
屈
出
先

▽
届
出
期
限

◎
所
在
地

▽
屈
出
先

▽
届
出
期
限

7
1
の
1
、
1
9
1
3
、

唐
津
市
江
川
町
6
4
1
～

l
、
宗
教
法
人
高
徳
寺
耀

内
基
地

唐
津
市
中
町
1
9
1
2
、

宗
教
法
人
高
徳
寺
代
表
者

奥
村
靖

昭
和
折
年
1
月
0
0
目

埼
玉
県
草
加
市
海
崎
町
字

海
道
西
1
1
6
番
地

草
加
市
谷
坂
町
5
1
0
番

地
　
寿
産
業
K
K

＄
　
0
4
8
9

（
2
2
）
4
6
1
3

昭
和
新
年
8
月
1
日
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暑い夏は、食中毒がいちばん発生しやすい季節です。

昔から「食品衛生は、手洗いに始まり、手洗いに終わる」とよくいわれ

ますが、手洗いこそ食品衛生の基本です。

恐ろしい食中毒の防止は、まず完全な手洗いの実行から－。

食
中
i
博
は
、
大
き
く
次
の
三
つ
に
分

け
ら
れ
ま
す
。

細
菌
性
食
中
誰
と
化
学
性
食
中
講
（

座
薬
な
ど
）
、
そ
れ
に
自
然
護
（
ふ
ぐ

や
キ
ノ
コ
な
ど
に
よ
る
も
の
）
で
す
。

こ
の
う
ち
、
細
菌
に
よ
る
食
中
轟
が
最

も
多
く
、
全
体
の
八
割
か
ら
九
割
を
占

め
て
い
ま
す
。

細
菌
性
食
中
談
の
う
ち
、
世
に
ブ
ド

ウ
球
菌
と
大
腸
閑
に
よ
る
食
中
護
が
、

ふ
だ
ん
の
手
洗
い
と
深
い
つ
な
が
り
を

括
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
ブ
ド
ウ
球
菌
で
す
が
、
こ
れ
は

人
や
動
物
の
皮
膚
、
界
、
の
ど
、
頭
髪

つ
め
の
巾
な
ど
に
い
ま
す
。

こ
の
状
態
で
は
書
に
な
り
ま
せ
ん

が
、
い
っ
た
ん
人
の
手
を
経
て
食
べ
物

な
ど
に
付
話
し
て
増
殖
を
始
め
る
と
、

食
中
毒
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
ブ
ド
ウ

球
菌
に
よ
っ
て
食
中
誌
を
起
こ
す
食
品

に

は

、

シ

ュ

ー

ク

リ

ー

ム

や

ク

リ

ー

ム

を
使
っ
た
ケ
ー
キ
、
お
に
ぎ
り
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
大
脇
菌
は
ふ
ん
便
の
中
だ
け

い
て
、
し
か
も
口
以
外
の
と
こ
ろ
か
ら

は
人
体
に
侵
入
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん。
こ
の
よ
う
に
、
ブ
ド
ウ
球
閑
と
大
腸

菌
に
よ
る
食
中
轟
を
防
ぐ
に
は
、
い
か

に
手
洗
い
が
大
切
か
が
わ
か
り
ま
す
。

ま
た
、
同
じ
細
閃
牲
食
中
誌
の
煩
悶

と
な
る
陽
炎
ビ
ブ
リ
オ
は
魚
介
類
に
付

箱
し
て
い
ま
す
し
、
ま
た
、
サ
ル
モ
ネ

ラ
は
も
と
も
と
動
物
の
体
内
に
す
ん
で

い
ま
す
の
で
、
魚
介
類
や
動
物
性
食
品

の
第
一
次
汚
染
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

で
す
か
ら
、
二
次
汚
染
つ
ま
り
、
食

中
彰
な
ど
の
予
防
に
は
「
清
潔
（
調
理

器
具
な
ど
）
」
　
「
じ
ん
速
（
早
く
調
理

し
、
早
く
食
べ
ろ
）
」
　
「
温
度
管
理
（

冷
却
と
加
熱
）
」
の
三
原
則
を
守
っ
て

食
品
を
扱
う
こ
と
が
大
切
で
す
が
さ
ら

に
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
か
〝
完
全
な

手
洗
い
〟
　
で
す
。

∧籍一章∨

・
ゆ
っ
く
り
時

間
を
か
け
て

洗
う

片
手
や
脂
先

だ
け
を
ち
ょ
っ

と
水
に
ぬ
ら
し

て
、
手
を
洗
っ

た
と
思
っ
て
い
る
人
が
い
ま
す
が
、
こ

れ
で
は
手
を
洗
っ
た
こ
と
に
は
な
り
ま

せん。つ
め
の
中
な
ど
に
眠
っ
て
い
た
紳
輔

を
水
の
作
用
で
手
の
表
面
に
浮
き
あ
か

ら
せ
、
繕
果
的
に
は
、
さ
ら
に
手
を
汚

し
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

両
手
を
、
ゆ
っ
く
り
時
間
を
か
け
て

洗
う
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す
。

＜第二葦∨

・
つ
め
を
短
く
切
る

爪
は
細
菌
が
い
ち
ば
ん
好
き
な
〝

巣
録
で
す
。
い
つ
も
短
く
、
清
潔
に
。

∧第三葦∨

・
せ
っ
け
ん
や
せ
っ
け
ん
液
を
使
っ
て

最
低
限
ひ
じ
か
ら
下
を
洗
う

手
の
甲
、
指
の
間
、
指
先
、
つ
め
の

中
な
ど
は
も
ち
ろ
ん
、
ひ
じ
か
ら
手
首

までの鰯

ま
た
、
手
洗
い
用
の
ブ
ラ
シ
や
つ
め
ブ

ラ
シ
を
用
意
し
て
お
く
と
便
利
で
す
。

∧第四章∨

・
せ
っ
け
ん
な
ど
で
よ
こ
れ
を
落
と
し

た
あ
と
の
す
す
き
は
、
十
分
に
時
間

を
か
け
る

す
す
き
が
い
い
加
減
で
は
、
な
ん
に

も
な
り
ま
せ
ん
。

＜籍五童＞

・
手
を
ふ
く
タ
オ
ル
や
手
ぬ
ぐ
い
は
い

つ
も
清
潔
に
し
て
お
く

ど
ん
な
に
時
間
を
か
け
て
理
想
的
な

手
洗
い
を
し
て
も
、
タ
オ
ル
や
手
ぬ
く

い
が
汚
れ
て
い
た
の
で
は
何
に
も
な
り

ま
せ
ん
。

こ
の
ほ
か
、
逆
性
せ
っ
け
ん
を
使
っ

て
消
毒
す
る
の
も
、
殺
菌
に
は
効
果
的

で
す
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
も
す
す
ぎ

を
十
分
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
せ
っ
け

ん
分
が
残
っ
て
い
る
と
、
逆
性
せ
っ
け

ん
の
殺
菌
効
果
が
半
減
し
ま
す
。

逆
性
せ
っ
け
ん
を
使
う
時
は
、
原
液

を
数
滴
手
の
ひ
ら
に
た
ら
し
て
5
0
秒
以

上
手
を
も
む
か
5
0
ー
ふ
…
倍
に
う
す
め
た

波
に
2
分
間
以
上
ひ
た
し
て
殺
菌
消
蓄

し
て
く
だ
さ
い
。

〝
病
は
手
か
ら
〟
と
い
い
ま
す
。
ト

イ
レ
の
後
や
食
事
の
前
は
言
う
ま
で
も

な
く
、
外
出
か
ら
煽
っ
た
と
き
な
ど
も

必
ず
手
を
洗
う
習
臓
を
つ
け
ま
し
ょ
う

式悼追考没戦国全日5
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患　雀掌　詳葦善

清涼飲料水を
とり過ぎないように

子供たち（ことって、待ちに待った夏
の訪れです。家族で海や山へ出掛ける

など、楽しい計画を立てていることと

思います。ところで食生活の方はい
かがですか。暑さのために生活のリズ
ムが狂いやすく、食生活も乱れがちと

なります。子供さんのいろ家庭でIふ

措くこ注意しさしょう。

暑さで食欲が短、と、毎食軽いもの
で済ませたり、食車を抜いたり、アイ
スクリームやジュースなどをとりすぎ

てしまう－このような食生活を細）
でいると、体の調子が崩れてしか・ま
す。

夏の食事で気をつけか、ことは、ま
ず栄養のバランスです。夏は水分を多
く必要とすらため、ややもするとジュ
ースなどの清涼飲料水を多くとりがち

ですが、飲みすぎると疲労や食欲不振
を招きます。清涼飲料水よりは牛乳を
飲んで水分を補いましょう。

また、ビタミン類やタンパク質をと
ることも怠ってはなりません。特に肉、

魚、豆席など、タンパク質に富んだ食
品は夏に衰えがちなスタミナの減退を
防ぎます。

3度の食事も、規則正しくとるよう

心掛けましょう。特に子供の場合は、

もともと栄賽の摂取が少ないうえに、I

繕盤罷認講評
4の食事中と考えて、質・量共に気を；

配りましょう。　　　　　　　　　　I

夏を健康に過ごすには、3度の食事；

諜講詰講談鴛自
助です。まれ朝のラジオ体操や水泳；
など適度な運動を心掛けるとといこ、I

告畿寵昔潮境しい芽iI

／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

お　願　い．／　　重　力

子
宮
ガ
ン
の
早
期
発
見
法
㈹

折
尾
　
田
中
産
婦
人
科
　
田
　
中
　
壮
　
介

一
、
本
目
は
子
宮
ガ
ン
の
早
期
発
見
の

方
法
を
説
明
し
て
下
さ
い
。

は
い
。
そ
の
前
に

⑪
子
宮
ガ
ン
の
初
期
は
ほ
と
ん
ど
症

状
が
な
い
。

⑧
出
血
、
汚
い
臭
い
お
り
も
の
、
頓

や
下
腹
の
痛
み
な
ど
は
、
ガ
ン
が

か
な
り
進
ん
だ
時
の
症
状
で
あ
る

こ
の
こ
と
を
く
ど
い
よ
う
で
す
が

再
び
皆
様
に
訴
え
た
い
の
で
す
。
こ

れ
を
知
ら
な
か
っ
た
た
め
に
手
お
く

れ
に
な
っ
た
婦
人
が
多
い
の
で
す
。

二
、
そ
の
外
に
手
お
く
れ
ガ
ン
に
な
っ

た
原
因
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

は
い
。
も
う
一
つ
の
原
因
は

①
す
ぐ
れ
た
早
期
発
見
の
方
法
が
あ

る
こ
と
を
知
ら
な
い
。

②
従
っ
て
検
診
も
受
け
た
こ
と
が
な

5
5
年

い
こ
と
で
す
。

何
れ
に
し
て
も
千
寓
ガ
ノ
の
恐
ろ

し
い
こ
と
は
知
っ
て
い
る
が
、
龍
し

い
理
解
を
持
っ
て
い
な
い
た
め
年
間

」
ハ
千
人
の
短
大
が
生
命
を
失
っ
て
い

る
の
で
す
。

三
、
早
期
発
見
に
は
ど
ん
な
方
法
が
あ

り
ま
す
か
。

は
い
。
細
胞
診
と
子
宮
紘
大
鏡
検

査
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
の

力
演
も

①
発
見
率
が
高
い
。

②
操
作
が
簡
単
で
痛
く
な
い
。

⑤
ど
こ
の
医
院
、
病
院
で
も
で
き
る

㊤
何
回
や
っ
で
も
差
し
支
え
な
い
。

⑤
費
用
が
安
い
。

の
縛
色
が
あ
り
、
現
在
子
馬
ガ
ン

の
死
亡
率
が
半
減
し
た
の
も
こ
の
診

断
法
の
お
か
げ
で
す
。

四、轟
は
い
。
集
団
検
診
で
行
う
の
か
こ

の
方
法
で
す
。
ガ
ン
の
好
発
す
る
と

こ
ろ
は
子
宮
口
で
す
。
そ
の
上
こ
こ

が
比
較
的
浅
い
の
で
検
査
に
好
都
合

で
す
。
ま
す
子
営
口
を
綿
棒
か
木
製

の
へ
う
で
表
面
を
か
ろ
く
掻
き
細
胞

を
集
め
、
特
定
の
染
色
を
し
て
顕
微

鏡
で
調
べ
ま
す
。

細
胞
の
外
観
で
ガ
ン
細
胞
か
ど
う

か
が
分
る
の
で
す
。
人
間
の
風
願
で

そ
の
人
の
職
業
を
経
理
す
る
様
な
も

の
で
す
。
　
　
　
（
次
号
に
続
く
）

に給ごてま家はン
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松の木I今古賀810番地の16〉

こう∴じ

舛添　弘治くん

（詔等さんの次男）
旧和56時10月5日生

僕、ミ酒飲み、になる人

だって／／本家のおじいちゃ

んがそう言ってたつ。なぜ

って？だって、父さん似だ

からきっとそうなんだって

大きくなったら僕、父さん

と飲みに行くん1こ。

遠　賀　川　（広渡1817番地の4）

松田　磨美ちゃん　　松田　有華ちゃん

（鷲仝さんの長女）（諾仝さんの次女）
旧和56年7月25印笠∴∴∴∴聞知56年7月25日生

長女は醇美。次女は有輩。
「美しきを蒔き、拳やかきが有るように」って願いをこ

めて付けました。少しおとなしいが、しっかりしている

睦美ちゃん。やんちゃで甘えん坊の有肇ちゃん。生まれ
た時は、二人とも未熟児で元剣こ育ってくれろかなとハ
パもママも心配していたけれど、今では二人とも標準以

毎　月15　日　は　「環　境　浄　化　の　日」　で　す。

毒
へ
ぴ
（
ま
む
し
）
の

血
清

誌
へ
び
の
事
故
防
止

の
た
め
、
ま
む
し
刷
の

血
清
を
保
筒
し
て
い
ま

す。

直
射
日
光
の
下
で
良
い
問
遊
ん

だ
り
、
仕
事
を
し
て
い
て
、
急
に

グ
ッ
ダ
リ
し
て
、
ボ
ー
ッ
と
な
っ

た
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ
れ

は
一
種
の
暑
さ
あ
た
り
（
日
射
病
）

と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
こ
の
よ
う

な
と
き
は
次
の
よ
う
な
応
急
手
当

を
し
て
く
だ
さ
い
。

灸
ま
ず
涼
し
い
所
に
寝
か
せ
て
、

体
を
冷
や
す
》

衣
服
を
ゆ
る
め
、
氷
の
う
、
水

ま
く
ら
、
ぬ
れ
タ
オ
ル
な
ど
で
頭

部
を
冷
や
す
と
同
時
に
：
つ
ら
わ

な
ど
で
体
全
体
に
風
を
送
っ
て
、

体
温
を
さ
け
る
よ
う
に
す
る
と
落

ち
つ
い
て
き
ま
す
。

な
お
、
野
外
の
場
合
は
、
ビ
ニ

ー
ル
袋
に
水
を
入
れ
て
、
体
の
両

側
に
あ
て
て
冷
や
す
よ
う
に
す
る

と
よ
い
で
し
ょ
う
。

「
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
」
の
参
加
者
募
集

官
製
は
が
き
に
極
所
・
父
母
の
氏
∴
号
以
降
の
掲
載
の
た
め
、
9
月
1
0
日

名
・
赤
ち
ゃ
ん
の
名
前
と
生
年
月
日
　
現
柱
一
哉
未
満
の
赤
ち
ゃ
ん
で
す
。

・
種
話
番
号
を
奮
い
で
、
遠
賀
町
役
　
9
月
は
、
あ
な
た
の
お
子
さ
ん
の
番

場
庶
務
課
「
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
」
宛
　
で
す
よ
。

お
出
し
下
さ
い
。
対
象
は
9
月
1
0
日

灸
ケ
イ
レ
ン
の
ひ
ど
い
と
き
＞

箸
か
ス
プ
ー
ン
を
布
で
ま
い
て

山
の
中
に
入
れ
て
、
舌
を
か
ま
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
ま
た
、
気
道
が
つ
ま
ら
な
い

よ
う
に
注
憲
し
な
か
ら
、
医
者
へ

運
ぶ
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

久
恵
龍
の
な
い
と
き
》

千
丁
で
ほ
お
を
た
た
く
か
、
大
き

な
声
で
名
聞
を
呼
び
か
け
る
と
、

大
抵
の
人
は
数
分
で
遵
議
が
戻
り

ま
す
。
そ
れ
で
も
回
復
し
な
い
と

き
は
、
体
を
冷
や
し
統
け
ま
す
。

ま
た
、
無
慧
誠
の
う
ち
に
旧
く

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
顔
を
髄

に
し
て
お
く
こ
と
が
大
雄
で
す
。

久
恵
櫨
が
戻
っ
た
と
き
＞

謹
観
が
戻
る
と
、
水
分
を
欲
し

か
り
ま
す
。
そ
の
と
き
は
、
多
轟

の
水
分
（
薄
い
食
塩
水
や
冷
た
い

番
茶
な
ど
が
よ
い
）
を
飲
ま
せ
る

こ
と
で
す
。

灸
体
温
が
平
温
に
戻
っ
た
と
き
＞

体
を
冷
や
す
の
を
や
め
、
さ
ら

に
数
分
後
に
体
温
を
詰
っ
て
み
て

変
化
が
あ
る
と
き
は
、
も
う
一
度

冷
や
す
な
ど
し
て
近
く
の
揆
院
で

み
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。

◎
血
滑
の
保
管
し
て
あ
る
病
院

県
立
遠
賀
病
院
、
苫
屋
中
央
病
院
、

中
間
市
立
病
院

お
ん
が
短
歌
会
談
草

河
中
　
将
薗
　
適

時
政
見
し
夢
の
余
部
の
な
か
に
い
て
碧

康
を
覚
ら
ず
繭
を
見
て
お
り一

曲
　
房
子

隷
浜
の
海
の
ロ
マ
ン
を
諮
る
が
に
貝
殻

細
T
は
白
く
光
れ
り

高
崎
　
そ
の

出
か
け
の
台
盤
に
並
ぶ
石
仏
の
両
輪
や

さ
し
く
笑
み
た
た
え
い
つ木

原
　
い
の
え

兄
－
く
れ
は
高
さ
相
の
枝
々
は
入
日
受

け
つ
つ
縮
ま
り
遮
る

柴
田
　
　
房

夕
く
れ
の
そ
そ
ろ
寒
さ
に
声
謡
き
鴨
哺

く
な
り
影
見
せ
ず
し
て

萌
崎
　
峡
江
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8月上期の遠賀町主要行事

目 �匝 �行　革∴内　容 �時　　間 �難会場i担当課名 �� �詳　細 

／31 （ 1 �土 （ 日 �親と　子のキ　ャ　ンプ �14：00－－ �器欝i社会教育課 ��生） � 

2 �月 �定　例　区　長　会　鎖 �10：00・－ �第2会議望中波課 ��各地区々長 � 

3 �火 �妊　　婦　　相　　談 �9：30 �役場保健室 �住　民　課 �母子手帳交付　妊産婦 �10ページ 

4 �水 � � �醗ンタ十会散開 ��町内在住婦人 � 

6 �【 金 �老　　人　　検　　診 �勘端講 �言、「∴・・ ��滴65歳以上の人 �8ペ一一ジ 

醗ンタ再会輔課 ��醐在住60助士の人l 

8 �日 �郡内消防団 �9：00－ �騰南中率庶務課 ��郡内各町消防団 � 

10 11 � �乳　　児　　相　　談 � �役嫌健士民課 �� �8ページ 
公職別車祉隷 ��相談は㊥で料金無料です。 � 

壮年ソフト開催 �19：30－ �中央公輔車会教育課 �� � 

【少年少女 一　球技大会監督会議 �19：30－－ �中央公民館1社会教育課 ��各地区 � 

匡 � � �勤労者 体育センター �車会教育課 �町内在住婦人 � 

記事の見落しがないよう　すみすみまでよくお読み下さい

香
　
典
　
返
　
し

次
の
万
々
か
ら
、
遠
質
叫
社
会
福
祉

協
議
会
に
こ
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た

心
か
ら
故
人
の
こ
冥
福
を
お
祈
り
し

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

故
柴
田
康
正
嫌

（
遠
賀
川
）
柴
田
康
別
様

故
吉
永
足
寄
様長

澤
寺
削
従
－
同
様

故
山
田
園
明
様

（
大
分
県
）
山
田
憤
蔵
様

故
有
害
∴
煎
秘

（
木
　
守
）
有
吉
海
治
様

故
泉
原
　
叢
様

（
別
∴
船
）
泉
原
惣
太
郎
様

故
三
谷
政
雄
様

（
別
　
府
）
三
谷
カ
メ
ヨ
様

故
栗
林
敏
男
様

（
虫
牛
津
）
栗
林
護
美
子
様

児
　
童
　
図
　
書

次
の
万
々
か
ら
中
央
公
民
館
図
聾
室

へ
児
董
図
辞
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
の

で
紙
l
を
か
り
ま
し
て
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

（
新
　
町
）
∴
院
内
諒
寵
様

（
新
∴
町
）
　
馬
油
　
兜
様

（
新
　
町
）
　
福
山
長
賢
横

（
新
　
町
）
　
沢
村
正
叢
様

（
遠
賀
川
）
　
矢
内
博
夫
様

な
お
、
中
火
公
民
館
で
は
今
後
図
番

室
の
充
実
を
は
か
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
の
で
、
も
し
住
民
の
皆
様
で
お
読

み
に
な
っ
て
、
い
ら
な
く
な
っ
た
本
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
御
嵩
鱒
を
お
願
い
し

ます。
▽
連
絡
先
　
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

児
童
図
書
を
貸
出
し
て
い
ま
す

中
央
公
民
館
で
は
宙
少
年
健
全
育
成

の
一
頭
と
し
て
児
載
勤
番
の
充
実
を
め

ざ
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
程
雅
人
い

た
し
ま
し
て
現
在
貸
出
し
中
で
す
。
蔵

欝
は
約
脚
冊
で
す
。
チ
ビ
も
さ
ん
、
お

母
さ
ん
方
の
利
用
を
お
待
ち
し
て
お
り

ます。
▽
聞
合
先
　
中
央
公
民
館
図
溶
室

㊨
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